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・
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O
Φ

虱
け

≦
O
詳

か
ら

木

　
村

　
俊

彦

　

宗
教
学
の

方
面
で

は

こ

れ

ま
で

の

十

数
年
に

渉
る

テ

ー

マ

に

し
て

き
た

ル

ド
ル

フ
・

オ
ッ

ト
ー

と
禅
に

関
わ
る

研
究
を

、

今
般
小
冊
子
に

纏
め、

大
東
出
版
社
か

ら

「

ル

ド
ル

フ

・

オ
ッ

ト
ー

と
禅
』

と
い

う
タ

イ

ト

ル

で

出

版
し

た
。

幸
い

関
係
学
者
や
禅
界、

ま
た

マ

ー

ル

ブ
ル

ク

か

ら

高
い

評

価
を
受

け
た

。

今
回
は

そ
の

出
版
に

原
典
の

ま
ま

復
刻
し

た
、

大
峡

秀
榮

醫
≧

b
ミ
、

S
§
職

斜
偽

鳴
袋

織
職

ミ
吻

ミ
§

ミ

ミ
§
（
Ω
O
叶

げ
四

ち
吋
切
）

に

対

す
る

オ
ッ

ト
ー

の

薦
引
（

O
色
Φ

界

乏

霞
什）

を
紹
介
し、

そ
の

後
の

考
察

を
補
な

う
。

　

オ

ッ

ト
ー

は、

ハ

イ
デ

ル

ベ

ル

ク

の

哲
学

科
に

学
ん

だ

「

大
峡
に

よ

る
、

以

下
に

編
集
さ

れ
た

禅
テ

キ

ス

ト

と
、

そ
れ

に

加
え
た

彼
の

記
述
の

大
き
な

魅
力
は
、

こ

こ

で

宗
派
の

伝

統
と

土

壌
か
ら

話
し
て

い

る

こ

と

だ
。

個
々

の

記
述
に

対
す
る

歴

史
的
批

判
的
考
察
が
ど
の

よ

う
に

起
ろ

う

と
も、

い

ず
れ
に

せ
よ

我
々

は
こ

こ

に
一

級
の

自
己
供
述
を
得
た

の

で

あ

る
。

こ

こ

で

話
し
て

い

る
の

は
長
い

体
験
と

研
鑽
の

中
で

同
じ
く
獲

得
し

た

西
洋
的
思
考
と

方
法
論
で

彼
の

宗
派
の

精

神
を
把
握
し
所
有
し

て、

こ

の

殆
ど
理

解
し
難
い

世
界
を

我
々

に

近
づ

け
て

く
れ
る

、

」

と

薦

引
（

こ

の

表
現
は

久
松
真
一

に

依
る
）

し

て

い

る
。

　
す
べ

て

に

仏
心
を
見
る

禅
の

世
界
を

、

オ

ッ

ト

ー

の

好

き
な
芸

術
か
ら

水
墨
画
に

も
認
め
て

い

る
。

万
法
帰
一

、

そ
れ
は

仏
心
に

帰
す
る
と
し、

最
小
の

中
に

最
大
の

も
の

が
、

即
ち

す
べ

て

が
如
来
で

満
た

さ
れ
て

い

る

と

（
禅
の

世
界
で

は

考
え
て

い

る
と
）

し、

そ
こ

で

サ

ン

サ

ー

ラ

は

ニ

ル

ヴ

ァ

ー

ナ

で

あ
る

と
い

う
禅
の

世

界
観
を
読
み

解
く、、

「

般
若

心
経
」

は

謎
め

い

た

表
現
で

「

空
」

（
nO

⇒
《

鉾
鋤

頃

島
 

oq
村

o
ω

。゚

Φ

ピ
 
Φ
同

o）

で

満
ち

て

い

る

と

言
う
と
す
る

。

初
め

オ
ッ

ト
ー

は
こ

れ
を
大

乗
仏
教
の

神
秘
主

義
と
し、

ウ
パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド
や
エ

ッ

ク
ハ

ル

ト
と
並
ぶ

神
秘
主

義
資
料
に

入

れ
た

。

や
が

て

・゚

雷
叶

房
o
ロ

な

神
秘
主

義
と

匹
冤

⇒
p
琶
δ
o
げ

な

神
秘
主

義
に

弁
別
し、

シ

ャ

ン

カ

ラ

や
プ
ロ

チ

ノ

ス

の

前
者
と

決
別
し

て

エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
や

禅
の

そ
れ
に

親

近
す
る

よ

う
に

な
り、

A

ヒ
へ

の

開

け
〉

（

畠
ω

乞

髯
げ−
o
σ
Φ
コ
ー

Oh
措
⇒
o
）

と．
言

う
よ

う
に
な
る

。

（

華
園
・

日
野
・

ハ

イ
ジ

ッ

ク

共
訳

『

西
と

東
の

神
秘
主
義」

三

〇
ニ

ー
三
〇
五

頁
参
照

。

∀

　

オ
ッ

ト
ー

は

後
半
で
、

武
士
道
と
禅
と

い

う
問
題
を

取
り
上

げ
る

。

そ

れ
は

当
時
ロ

ン

ド

ン

か
ら
粗
忽
谷
快
天
が
出
し
た
『
侍
の

宗
教
　
　

禅
の

哲
学
』

に

も
山
る

が、

し
か

し
こ

の

書
を

オ
ッ

ト
ー

は
、

著
者
の

好
み

に

よ

っ

て
、

西
洋
哲
学
を

借
り
た

付
会
説
に

な
っ

て
い

る

と

批
判
し
た

。

　

そ

れ

よ

り
も
オ

ッ

ト

ー

は

「

バ

ガ

ヴ
ァ

ド

ギ
ー

タ

i
」

の

ヨ

ー

ガ

説
に

禅
の
パ

ラ

レ

リ

ズ
ム

を

求
め

る
。

晩
年
（
一

九、
二

五）

に

「

ギ
ー
タ

ー
」

の

ド
イ
ツ

語
訳
を
出
版
し
て

い

る
。

ヴ
ィ

シ
ュ

ヌ

神
の

化
身
と
さ
れ
た

軍

師
ク

リ
シ

ュ

ナ

が
、

戦
地

で

親
族
と
の

闘
い

に

た

じ
ろ

ぐ
ア

ル

ジ

ュ

ナ

に、

心
の

平
静

（

ω

。゚

ヨ
讐
ゆ）

を
ヨ

ー

ガ

に
よ

っ

て

保
つ

よ

う
に

説
教
す

る
の

で

あ
る

。

大
乗
仏
教
で

は

こ

の

「

平
等
心
」

を

仏
智
と

同
一

視
し、

禅
で

は

差
別
智
と

並
べ

て

「

差

別
と

平
等
」

と
い

う
風
に

表
現
す
る

。

ア

ル

ジ

ュ

ナ
は

、

敵
と

味
方

を
平
等
一

味
に

見
よ

、

と

い

う
風
に

説
く

。

「

バ

ガ

ヴ
ァ

ド
ギ
ー

タ

i
」

は
大

『

マ

ハ

ー
バ

ー

ラ

タ
』

の

ご

く
一

部
な

が

ら
聖
典
視
さ
れ
て

、

ヨ

ー

ガ

道
場
で

は

「

ヨ

ー

ガ
ス

ー

ト
ラ』

よ

り
も

こ

ち
ら
を
聖
典
と

し
て

い

る
。

シ

ャ

ン

カ

ラ

は
「

ギ
ー

タ

ー

疏
」

を

著
作

し
て
、

ヒ

ン

ド
ゥ

i
哲
学
に
大
き
な
位
置
を

占
め

た
。
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オ
ッ

ト
ー

は

「

ギ

ー

タ

ー
」

が

禅
と

違
う
所
は

そ
の

有
神
論
で

あ
る

と

し、

ま
た

敬
虔
主

義
も
そ
こ

に
認
め

る
。

さ

て

大
峡
は

フ

ァ

ウ
ス

ト

講
師

の

手
を
借
り
て、

禅
宗

史
を
加
え
た

こ

の

書
を
帰
国
二

年
後
（
一

九
二

五
）

に

出
版
し
た

。

謝
辞
に

は
ハ

イ

デ
ル

ベ

ク

の

H
・

リ
ッ

ケ
ル

ト
教

授
や

マ

ー

ル

ブ

ル

ク

の

オ
ッ

ト

ー

博
士

、

友
入
の

E
・

ヘ

リ

ゲ
ル

等
の

名
が

挙

が

っ

て

い

る
。

ヘ

リ
ゲ
ル

は

東
北
大

学
の

哲
学
科
外
人

教
師
と
し

て

仙
台

に
赴
任
し、

弓

道
を

仙

台
で

習
っ

て

『

弓
と

禅
』

（

騨
誌

き

魯
丶

映

§
象

織

題

駒

還
§
象
ミ
鴨

鴇

§
勲

一

逡
○◎）

の

和

訳
が

あ
る

書
を

残
し
た

（
「

禅
」

は
遺

稿
）

。

夫
入
は

生

け
花
と
墨

絵
を

習
い
、

『
生
け

花
の

道』

が
同
じ
稲

富
・

上
田

訳
で

出
た
と
い

う
。

大

峡
は
始
め
に

中
国

禅
宗

史
を
概

論
し、

年
表
を

付
け
て

六

卜
頁
に

及
ぶ

。

そ
れ
か
ら

信
心

銘
と

証
道
歌
に

引
き
続

き
無
門
関
と

碧
巌
録、

白
隠
の

著
語
を

含
む
五

位
頌、

十
重
禁
戒、

そ

し

て

難
透
と

し
て

の

葛
藤
集
の

四
則
を

、

註
付
き
で

ド

イ
ツ

語
訳
し

た
。

第
十
四

部
会

京
鹿
子
娘
道
成

寺
に

お

け
る

　

聖

な
る

女
性
に
つ

い

て

の
一

考
察東

　
本

　
早

紀

子

　
「

京
鹿
子

娘
道
成
寺
」

と
は
、

有
名

な
歌
舞
伎
演
目
の
一

つ

で

あ
る

。

宝

暦
二

年
（
一

七
五

三）

＝ 一
月、

初
世
中
村
富

十
郎
が、

江

戸
下

り
初
御

目

見
得
と
し
て

初
演
し
た

。

歌

舞
伎
の

「

京
鹿
子
娘
道

成
寺」

は
、

能
の

「

道
成

寺
」

を
「

敷
に

し
て

創
作
さ
れ
た

作
品
で

あ
り

、

そ
れ

ぞ

れ
、

道

成
寺
説
話
の

後
日
潭
で

あ
る

。

歌
舞
伎
と

能
は
、

日
本
の

伝
統
的
な
舞
台

芸
能
で

あ
り

「

道
成
寺
も
の
」

と

呼
ば
れ

る

共
通
し
た

物
語
で

あ
る．、

し

か
し、

両
者
を

比
較
し
た
場
合、

物
語
の

主

人
公
・

清
姫
の

イ
メ

ー

ジ
が

対
極
的
に
設
定
さ
れ
て

い

る
と

い

う
点
に
大
き
な
違
い

が

見
ら
れ
る

。

歌

舞
伎
に

お
い

て

物
語
の

主
人
公
・

清
姫
は、

聖
な
る

女
性
の

顕
現
で

あ
る

の

に

対
し

、

一

方
、

能
に

お
い

て

清
姫
は、

悪
し

き

女
性
と

し
て

描
か

れ

て

い

る
。

「

道
成
寺
も
の
」

の

発

端
と

な
っ

た

道
成
寺

説
話
に

は
、

平
安

時
代
中
期
の

「

本
朝
法
華
験
記
」

「

今
昔

物
語

集
」 、

鎌
倉
時
代
の

「

元
亨

釈
書
」 、

続
い

て

室
町
時

代
の

絵
巻
「

道
成

寺
縁
起
」

な
ど

が

あ
げ
ら

れ

る
。

こ

れ

ら
の

物
語
に

は、

そ
れ
ぞ
れ
登
場
人
物
や
描
き

方
に

若
干
異
な

る
部

分
は

見
ら
れ
る

が、

共
通
し
た
物
語
で

あ
る

。

そ
し
て

、

道
成
寺
説

話
の

後
日

潭
で

あ
る

歌
舞
伎
の

「

京
鹿
子
娘
道
成
寺
」

と

能
の

「

道
成

寺
」

も

共
通
し

た

物
語
で

あ
る

。

し

か
し

な
が
ら、

能
か
ら

歌
舞
伎
に
創
作
さ
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